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「蒙」=『三合語録』の満洲文字表記モンゴル語
3.1. 語形がモンゴル文語にあるものの意味が異なる語彙
(1) Cuk(3a2)：M cOm「すべて」. S Cuk～ Cum「すべて」
満 gemu age i kesi kai
訳 すべて兄上の恩だぞ
漢〈 〉
蒙 Cuk abagai-yen kesik bisio
Cuk「すべて」に対応しているモンゴル文語形は、cuG〈 〉「一緒に」（
［1999：1285］）であるが、単語の意味が異なる。それに対して、Cuk「すべて」の語形も
意味も、オイラート文語の cuq〈 〉「すべて」（《蒙文和托 蒙文》［1976：173］）と一致している。
したがって、『三合語録』の Cukはオイラート方言の語彙と考えられる。
　『初学指南』のモンゴル語の満洲文字表記も Cuk「すべて」になっている。しかし、次に見る「語
形の一部がモンゴル文語と異なる語彙」(1)に取りあげた『三合語録』の Cuk haran ot=nai「す
べてどこへ行っているか」における Cuk「すべて」に対して、『初学指南』には Cum「すべて」と
ある。これは、モンゴル文語 cOm〈 , , ...〉「すべて」（ ［1999：1290］）に
対応した表記である。
(2) kimda(20b2)：M kilbar「容易だ」. S kimda「簡単だ」
満 ubaliyambure be taCiCi nokai Ja
　　訳 翻訳を学ぶならば甚だ容易だ
漢〈 〉
　　蒙 orCiol=ho+igi sur=bele tong kimda baha
　kimda「容易」と同じ語形をもつモンゴル文語は、kimda〈 ...〉「安い」（
［1999：630］）であり、両者の意味が異なる。それに対して、カルムイク・オイラート





(3) dam(28b2)：M barimta「頼り所」. S dam「巧みさ」
満 fakJin bahara de mangga
訳 巧みさを得るのが難しい
漢〈 〉
蒙 dam[tam!]（注 7） ol=h@-du keCeo baha
　dam「巧みさ」に対応しているモンゴル文語形は、dam〈① ② 〉「①間接的な．．．
②担う」（ ［1999：1145］）であるが、意味が異なる。それに対して、オイラート方言
の語彙には、dam[dam]〈 〉「巧みさ、経験」（ ・ ［2005：232］）とあり、
語形と意味が dam「巧みさ」と合致している。
また、『初学指南』でも、dam「巧みさ」が対応していることから、『三合語録』の [tam!] ^#mは、
オイラート方言の damに対応した表記であるが、満洲文字表記 dam d#mの補助記号（d <d>の右傍
らの点）が脱落したものと考えられる。『蒙古翻訳一百条』では、満洲語 fakJin「頼り所」の直
訳である barimtaが対応している。
(4) tord=u=n(64a2)：M toruGda=Had（注 8）「縛られて」. S tord=at「縛られて」
満 siderebu nak@ fuhali Solo bahak@
　　訳 用事に縛られ竟に暇がなかった
漢〈 〉
蒙 kerek-tu tord=u=n tung ese oolJaba
　tord=u=n「縛られ」に対応しているモンゴル文語には、tourdaqu［tɔrdɔx］〈 〉「網
を張る」（ ［1999：1053］）と、tordaqu［tɔrdɔx］〈① ② 〉「①
世話する、面倒をみる、②修理する」（同［1999：1080］）との二つの語形が見出されるが、いず
れも例文の文脈に合わない。







(5) gai garga=baCi(110a1)：M orubasu「憑きものを祓えば」. S gai garga=baCi
満 samdaCi mekele fudeSeCi baitak@
　　訳 薩満踊りをしても無駄で（巫人が跳ね神によって）憑きものを祓っても無用だ
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漢〈 〉




　それに対して、カルムイク・オイラート方言の語彙には、［ɡɑ̈ː ɡɑrɣɒxɒ］ das unglUck (durch 
besondere zeremonien) abwenden od, verbannen「特別な儀式によって不幸を回避する、あるいは
追い払う」（Ramstedt［1935：149］）とあり、語形と意味が gai garga=baCiと一致している。こ
れに関連して、出典が不明であるものの、『蒙古語大辞典』［1933：731］には Gai-du GarGaGsan 
kUmUn（注 9）「富貴ナ人ノ身代ニナッテ其ノ衣服ヲ纏ヒ病気快癒災難除去ヲ祈ル人」とある。
　『蒙古翻訳一百条』では oru=basuとあり（ 五体清文鑑 ［1957：2.1672-2］における満洲語
fudeSembiに対応するモンゴル語は orumui）、その傍らに Hai HarHa=basuと書き換えている。こ
れは『蒙古翻訳一百条』の成立に関わる問題であるが、ここでは他の文献を参考にして書き換え
た可能性を指摘しておきたい。







, 「淫蕩な、みだらな ...」（ ［1999：976］）であるが、その意味が文脈
に合わない。





(7) adak+tan(160a3)：M egenegte「結局」. S adak+dan「結局」
満 naranggi giruCun tuwabuhabi
訳 結局羞恥を見させた
漢〈 〉
蒙 adak+tan iCiguori uJekde=be
　adak+tanに対応しているモンゴル文語形は、adaG-taGan , , 「少なくとも、
最低限」（ ［1999：70］）であるが、その意味は上掲の文脈に合わない。オイラート方言





ま た、『 三 合 語 録 』 の 第 66 話 に は、Ci adak+tan Jadarool=ba(196a1)（si naranggi 
firgembuhebi〈你到底洩露了〉）「あなたは結局漏らした」という事例がある。
(8) urni=Ji(184a3)：M ciquldaGda=ju「追い詰められて」. S urni=Ji
満 ini gisun de hafirabufi
訳 彼の話に追い詰められ
漢〈 〉
蒙 teon+i uge-du urni=Ji








(9) sineken(231b2)：M sayi「たった今」. S sai「たった今」
満 gerhen mukiyetele teni genehe
訳 夕暮れになってたった今行った
漢〈 〉
　　蒙 hab haranggoi bol=o=mai sineken hari=Ji ot=ba
　sinekenと同じ語形をもつモンゴル文語 sinekenの意味は〈 〉「割合新しい」（
［1999 : 900］）であるが、例文の文脈の意味と異なる。それに対して、








(10) ori=ksen okin+asu uku ide=nem (272b1)：M gUicegsen anu aldaHulbai. ese
urumdaGsan anu jici qarin Ogtebei「追いかけたものが取り落とされた。狩りをし
てないものがまた却って手に入った」. S @risen @kin @ku idenem「招いた娘が脂
身を食べる」
　　満 amCahangge fuhali turibuhe. murak@ngge be elemangga nambuhabi
　　訳 追いかけたものが竟に取り落とされた。狩りをしてないものが却って手に入った。
　　漢〈 〉
　　蒙 ori=ksen okin+asu uku ide=nem ge=Ji. sana=san ugei yuma harin uristu=ba
　ori=ksen okin+asu uku ide=nemに対応するモンゴル文語形 uriGsan Okin-ece OgekU idenem
の逐語訳は「招いた娘から脂身を食べる」となるが、モンゴル文語における熟語としての意味が
明らかではない。これに関連して、『蒙古托 彙集』には、「トド文字一百条」の前、「トド文字
字母表」の直後に Uri=qsen okin+Asu PkU ide=nem ge=kU Uliger「招いた娘から脂身を食べると
いう物語」というトド文字で書かれた字句があり、ori=ksen okin+asu uku ide=nemという熟語は、
それに対応した満洲文字表記であり、物語の題名、またはことわざであることが窺える。
[2005：120] では、kUUke urixu[kyːk yryx]〈 〉「嫁に行く娘を
招宴する」というオイラート方言の熟語がある。また、 ［2009：51］にも、「結婚式の前
に嫁に行く娘を彼女の親戚が招宴することをオイラートでは広く keUken uriqu[yrex]（娘を招
く）と言う」とある。よって、ori=ksen okin+asu uku ide=nemの前半である ori=ksen okin+asuは、
これに対応しているオイラート方言の結婚習慣に関する言葉であるとみなされる。その意味は「招
宴した（嫁に行く）娘から」となる。
　また、Kotvix^［1905：67］には、kP+giyin OyirO kP, PkOn+ei OyirO PkOn「すすの近くにすす、
脂身の近くに脂身」ということわざがある。ここから、「黒いもの、悪いもの」を例える kP「すす」
に対して、オイラート方言では「白いもの、良いもの」を PkOn「脂身」で例えて言うことがわかる。




文において、モンゴル語の ori=ksen okin+asu uku ide=nem ge=Jiは、満洲語の全体の意味に対
応しているが、sana=san ugei yuma harin uristu=ba「思ってもなかったものがかえって得られ
た」は、満洲語の後半である murak@ngge be elemangga nambuhabi「狩りをしてないものが却っ
て手に入った」に対応していることがわかる。
　『蒙古翻訳一百条』の gUice=gsen anu aldaHul=bai. ese urunda=Gsan anu jici qarin 
Ogte=bei「追いかけたものが取り落とされた。狩りをしてないものがまた却って手に入った」は、













　これに対応するモンゴル文語形は qamiG_a[xɑː～ xɑːn]（《 》［1999：557］）であり、『初
学指南』の ha「どこ」はその発音表記に対応している。『蒙古翻訳一百条』には yaHun bui「何
がある（か）」とある。
　また、これに関連する haranという語彙があり、例文は次の通りである。
haran(14a1)：M qamiH_a「どこへ」. S ha「どこへ」
　　満 gemu aibide genembi
　　訳 すべてどこへ行っているか
　　漢〈 〉
　　蒙 Cuk haran ot=nai
　オイラート方言の語彙には、xArAn[xaːraːn]〈 〉「どこへ」（ ・ ［2005：
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88］）とあり、haranはそれに対応している満洲文字表記と見られる。
  これに対応するモンゴル文語形は qamiG_a[xɑː～ xɑːn]～ qamiGasi-ban [xaːʃaːn]（《
》［1999：557, 558］）である。
(2) yaga=Ji(5b2)：M kerki=n「如何に」. S ya=Ji「どうして」
　　満 adarame mimbe gisure sembi
   　訳 どうして私を言えというか
   　漢〈 〉
   　蒙 nama+igi yaga=Ji kele= ge=nei
　オイラート方言の語彙には、[jɑɢɑ-]yaGa-〈 ; 〉「何をするか；どうして」（
・ ［1998：282］）とあり、『三合語録』の yaga=Jiはそれに副動詞語尾 -jiが付い
た形に対応した表記と見られる。
　これに対応するモンゴル文語形は yaGakiju [jɑːdʒ]（《 》［1999：1383］）であり、『初
学指南』の ya=Ji「どうして」はその発音表記に対応している。『蒙古翻訳一百条』には kerki=n
「如何に」とある。
(3) kumu(27b2)：M kUmUn「人」. S kun「人」
　　満 niyalma tak@rafi imbe okdonobuki seCi
　　訳 人を遣って彼を迎えに行かせようと言うが
　　漢〈 〉
　　蒙 kumu Jaru=Ji teon+iigi uktul=u=ya ge=beCu
　オイラート方言の語彙には、[kym]～ [kymyn]〈 〉「人」（ ・ ［1998：
124］）とあり、『三合語録』の kumuは [kym]に対応した表記と考えられる。『三合語録』では、
この語形が語幹のままで 9回、格語尾がついた形で 8回現れている。
  これに対応するモンゴル文語形は kOmUn～ kUmUn [xun]（《 》［1999：705］）であり、
『初学指南』の kunはその発音表記に近い表記になっている。『蒙古翻訳一百条』には kUmUn「人」
とある。
(4) Cigi(34a2)：M basacu「また」. S C’i「また」
満 Cai inu omihak@
訳 お茶も飲まなかった
漢〈 〉
　 蒙 Cai Cigi oo=ksen ugei
　オイラート文語には、cigi : also, too, moreover, even「また、その上、さえ」（Krueger［1984 : 
637］）とある。『三合語録』の Cigiはこれに対応している表記であり、例文のモンゴル語の意味
は「お茶も飲まなかった」である。
  これに対応するモンゴル文語形は cu [tʃ]（《 》［1999：1281］）であり、『初学指南』で
は、C’iと表記されている。
(5) singgi(51a1)：M adali「同じ」. S adali「同じ」
満 uthai gala bethe emke biJaha adali
訳 即ち手足の一本が折れたようだ
漢〈 〉
蒙 mun gar kul nige h@g@ra=ksan singgi
　オイラート方言の語彙には、Singgi[ʃiŋɡ]〈 〉「～ような」（ ・ [2005：
199]）とあり、文脈から、singgiはそれに対応した満洲文字表記と考えられる。これに対応する
モンゴル文語形は siG～ sig [ʃiɡ]（《 》［1999：911］）である。
　『蒙古翻訳一百条』には adali「同じ」とあり、『初学指南』の adaliはモンゴル文語の adali
に対応した満洲文字表記になっている。





オイラート文語には、sAxana : recently, lately「最近、たった今」（Krueger［1984：386］）とあり、
文脈から『三合語録』の sahanaはそれに対応している表記と考えられる。この単語は、ほかに
も 3回（182a3, 218b2, 228a1）現われるが、すべて同じ意味で用いられている。これに対応す
るモンゴル文語形は sayiqan [sɑjxɑn]（《 》［1999：875］）である。
　『蒙古翻訳一百条』には mOnUken(sayi tuHar) irejU「たった今来て」とあり、『初学指南』の
munukenはモンゴル文語の mOnUkenに対応した満洲文字表記になっている。
 (7) manggadur(246b2)：M marHata「明日」. S margata「明日」
　　満 bi Cimari farh@n suwaliyame genefi
　　訳 私は明日暗闇まじりの頃に行って
　　漢〈 〉
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　　蒙 bi manggadur hab haranggoi-gar ot=Ji




(8) turgun(262b3)：M tOrkUm「実家」. S turkum「実家」




  オイラート方言の語彙には、tOrkUn ［tɸrkyn］（注 10）〈 〉「実家、里方」（ ［2005：
227］）とあり、『三合語録』の turgunはそれに対応した表記と考えられる。
  『蒙古翻訳一百条』では tOrkUm「実家」とあり、『初学指南』の turkumはモンゴル文語の満洲
文字表記とみなすことができる。





カルムイク・オイラート方言の語彙には、[tsetsəɢ ö wtSn] : pocken「疱瘡」（Ramstedt［1935：





  モンゴル文語には ceceg ebedcin , 「疱瘡」（《 》［1999：1243］）とあり、『初
学指南』の CeCekはそれに対応した表記である。『蒙古翻訳一百条』には yeke jerge subila=bau「疱
瘡が発疹したか」とあり、『五体清文鑑』［1957：2.2267-3］の満洲語 mama erSembi「疱瘡が発疹する」
に対応しているモンゴル語 yeke jerge subilamuiと一致している。
(10) h@rgon (297a2)：M quruHu「指」. S h@ru「指」
　　満 galai simhun beberefi
　　訳 手の指がかじかんで
　　漢〈 〉
　　蒙 gar+iyen h@rgon bere=Ji
　モンゴル文語の quruGu[xʊrʊː]〈 〉「指」（《 》［1999：688］）に対応しているオイラー





(1) mur bol=Ji(35b3)：M jabsiyan-dur「運よく」. S Jol bol=Ji「運がよく」
　　満 JabSan de herebure be bolJoCi oJorak@
　　訳 運よく手に入るかもしれない
　　漢〈 〉
　　蒙 mur bol=Ji ol=h@ ni magat ugei
　『三合語録』の murと bol=Jiの語形は、それぞれモンゴル文語の mOr「跡；列」と bol=ju「なって」
に対応するが、複合語としてモンゴル文語に存在しない。それに対して、オイラート方言の語彙
には、mOr bolxudAn〈 〉「幸いにも」（ ［2005：175］）とあり、『三合語録』
の mur bol=Jiは、これに対応した表記と考えられる。
　『初学指南』には、Jol bol=Ji「運がよく」とあり、モンゴル文語の jol bolqu（《 》［1999：
1355］〈 〉） 「運がよく、運しだい」に対応した表記になっている。
(2) tarlang-du uda bol=san(46b1)：M Onggere=gsen-U qoyin_a「亡くなった後」. 
S tariyalang-du eodebulsen［!］
　　満 ak@ oho manggi
　　訳 亡くなった後
　　漢〈 〉
　　蒙 tarlang-du uda bol=san hoinu
　オイラート方言の語彙には、tarAlang[taraːlaŋ]〈 〉「天国」（ ［2005：
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214］）とあり、tarlangはそれに対応した表記と考えられる。また、オイラート方言の語彙には、




語 tariyalang〈 ; ...〉「畑」（ ［1999 : 1024］）に対応した表記
と見られるが、文脈に合わない。一方、eodebulsenは、意味不明な表記になっている。『三合




(3) teon+esu naru(62a2) M jici「また」. S teoneser［!］「また」
満 Jai fafun SaJin geli umesi Cira
訳 また禁令も甚だ厳しい
漢〈 〉
蒙 teon+esu naru CaJi SaJin yeke Cingga



















(5) nam sim(240a1)：M jUg-iyer「静かに」. S nam sam「静かに」
　　満 ekisaka maCihi Jafara nomon h@lara
　　訳 静かに座禅をして経書を読む
　　漢〈 〉
　　蒙 nam sim maCak bari=h@ nom ongsi=h@





(6) kunolde=ne(245b2)：M dariHul=ju「酒を勧め」. S kundule=ne「尊敬する」
　　満 si minde darabure. bi sinde bederebure
　　訳 あなたは私に酒を勧めたり、私はあなたに返杯したり
　　漢〈 〉
　　蒙 ene tun+du kunolde=ne. tere on+du! hariol=nai
　カルムイク・オイラート方言には、［kü ːnldəxə, kü ːnltsəxə］ sprechen, sich unterhalten, mit 
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記になっている。『蒙古翻訳一百条』には、dariHul=juとあり、 五体清文鑑 ［1957：1.629-3］に
おける満洲語 darabumbi「酒を勧める」のモンゴル語訳 dariGulumuiと一致している。
(7) oo(276a1)： S aodam「広い」
　　満 dobori oho manggi. ele se selaha
　　訳 夜になった後、ますます大いに快とした
　　漢〈  〉
　　蒙 suni-du kur=sen hoina. neng oo aklaga bol=Ji
カルムイク・オイラート方言には、[uː] weit, breit ; gross, gerä umig「広い」（Ramstedt［1935：
453］）とあり、 ［2005：40］にも、uu[ʊː]〈 〉「広い」とある。『三合語録』
の ooは、これに対応している表記と見られる。





 (8) kulbu=ser(288b1)：M kOrbU=gseger「のたうって」. S kurbu=ser「のたうって」
　　満 kurbuSehei tangg@ ging tulitele amu isinJirak@
　　訳 寝返りを打っていて明けの鐘が過ぎるまで眠りにつかない
　　漢〈 〉




『初学指南』のモンゴル語には kurbuserとあり、モンゴル文語の kOrbUgseger　[xorbosoːr] 
〈 〉「のたうつ」（ ［1999 : 717］）の発音に対応している表記と見られる。『蒙古翻
訳一百条』では、kOrbUgseger「のたうって」が対応している。
(9) ashon(291b3)：M Udesi「晩」. S udesi「晩」
　　満 yamJitala hungkereme agahai
　　訳 晩まで盆を傾けたように雨が降っていて
　　漢〈 〉
　　蒙 ashon bol=tolo Cuth@=sun bol=ot




(10) @run(296b1)：M OrlUge「朝」. S eokle「朝」
    満 eCimari ebsi Jidere de
    訳 今朝ここへ来る時に
    漢〈 〉
    蒙 @run naS+an ire=ku+den
　オイラート方言の語彙には、OrUUn [ɸryːn]〈 〉「朝」（ ・ ［2005：
54］）とあり、『三合語録』の @runは、それに対応した満洲文字表記と見られる。
















































（1） 『tangg@ meyen（一百条）』の書誌情報、内容、体裁について、浦・伊東［1957］に詳しい。また、その 4種類
のモンゴル語訳の詳細については、栗林・斯欽巴図［2009a、2009b］を参照されたい。『蒙古托 彙集』につ
いて ［2006］の論考がある。
（2） 富俊（1749～ 1834）と、徳勒克（?～ 1794）については、栗林・斯欽巴図［2009b］の「注 1」と「注 6」を参
照されたい。














（7） 『三合語録』のモンゴル語の表記は ^#mtamとなっているが、満洲文字表記 d#mdamにおける補助記号（d <d>の
右傍らの点）が脱落したものと考えられる。
（8） <H>は、母音字の前で点のない <G>を示す。
（9） 『蒙古語大辞典』における転写は gai da haragagsan hUmUnである。
（10） ・ ［2005］におけるトド文字の母音字 <O>[ø]に対応している音声記号はすべて [ɸ]になって
いるが、引用する際にそのまま表記した。
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